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This research aims to evaluate web-based English learning system with collaborative filtering, and 
suggest the possible application of collaborative filtering to learning system. We developed web-based 
learning system applied collaborative filtering, which distributes English news that learners may 
have high interest, and evaluated the difference of perceived English learning skills, costs, and 
vocabulary level, comparing before and after using the system. The effect of recommendation 
accuracy on three viewpoints was also investigated. Results revealed that perceived English skills 
and vocabulary level were significantly improved, and learners, who perceived that the system 
recommended high-interest news, improved to understand English learning skills, after using the 
system. 
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1. 背景 
情報技術の発展により，教育において情報技術

が利用されることが増えてきた．英語教育におい

ても高等教育機関を中心に，CALL 教室など，英

語学習に情報技術を使用した学習環境が広まって

きている．ICTの導入により授業内だけではなく，

授業外の英語学習支援を行うことが可能になった．

しかし，授業外の英語学習支援を行うことが可能

になったにも関わらず，実際には習得ターゲット

となっている言語に触れる時間が少ない問題が指

摘されており [14]，授業外の学習支援を行うため

に，学習者が気軽に英語学習を行うための仕組み

が必要である. 特に授業外の英語学習においても，

英語学習において，重要な役割を果たす，英語に

よる情報に触れる機会，つまりインプット [11]
を増やす必要がある．外国語能力として上げられ

る 4 技能であるリーディング，リスニング，ライ

ティングとスピーキングの基本にあるのは文法と

語彙とされている [15]. 文法に基づいて文章や

発言内容を構成するためにも語彙が不可欠であり,
語彙習得のためインプットを増やすことは英語能

力向上のために必要である. 
	
 動機付けや能力向上など，英語学習の効果を向

上させるためには，学習者の背景知識に合ったイ

ンプットを使用することが有効であることが示唆

されている．例えばリーディングやリスニングの

過程において背景知識は「理解における重要な情

報ソース」と位置づけられており[1]，聞き手は一

般的な知識や文脈から予測や推測を手がかりに理

解を進めて行くとされている．これをトップダウ

ン処理といい，背景知識を活用した学習方略が採

用され，学習意欲や学習成果を向上させるとされ

ている[16][19]． 
動機づけや能力向上の方法の１つとして学習内

容と学習者の習熟度や背景知識に基づく，興味・

関心などの適性に応じて適性処遇 [3][4]を行う学

習支援がある．適性処遇とは学習者はそれぞれ能

力や好みなどの適性を持ち，その適性に応じて，

教材の内容や支援などを検討し，与える（処遇す

る）ことであり，特に学習者の適性と学習内容の

相互作用のことを適性処遇交互作用(Aptitude 
Treatment Interaction，以下「ATI」と略す)と
いう [3],[4]．ATI を考慮した学習支援を行うこと

で，学習への動機づけが強められ，能力の向上に

対する効果が期待できる． 
従来，背景知識は学習者によって大きく異なる



ものであり，ATI を配慮した学習支援は困難であ

った．しかし，近年の情報技術の発展により，ATI
に配慮した学習支援も可能となってきた． 
本研究では英語学習の中でも語彙習得を目的と

したインプット増加の方法としての多読

[6][9][13]に着目する．英文多読における ATI に配

慮した学習支援として，協調フィルタリングによ

る英語学習支援システムの開発と評価を行い，英

語学習における協調フィルタリングの有効性と適

用可能性について検討を行う． 
 
1.1	
 適正処遇交互作用(ATI) 
	
 ATI とは上記で述べたように，学力や興味・関

心といった学習者それぞれの適正と教材や教授法

といった環境との交互作用により，学習に関する

動機付けや能力の変化が起こることをいう．ATI
を配慮した学習支援は学習のパフォーマンスとモ

チベーションにポジティブな効果をもたらすと考

えられる．篠ヶ谷 [21]は中学生を対象にした歴史

教育において，予習の効果と情報の関連性を意識

する学習観である意味理解志向との間に ATI が

あるという仮説を立て，検証を行った．具体的に

は被験者である中学生を，5 分間の自主的予習を

行う予習群，予習の際に質問を出させる質問生成

予習群，復習群に分け，意味理解志向，メモ量に

関して回帰分析を行ったところ，予習 2 群と意味

理解志向において交互作用が確認された．また予

習した 2 群と復習群に分けて，意味理解志向とメ

モ量において回帰分析を行ったところ，交互作用

が確認され，予習した 2 群の学習者で意味理解志

向が高い学習者ほど背景情報の関係性について理

解が深いことを示した． 
	
 また英語教育において，田口・中野 [22]は「と

ある文法項目の指導において，文法項目の規則を

提示した上で具体的な文の理解と生成を行わせ

る」演繹法と「言語運用場面を中心に，様々な文

章を提示し，その文章間で共通の文法項目を学習

者に自発的に認識させ，教員が補足説明を行う」

帰納法の 2 つの指導法と学習者の知能，認知スタ

イル，外国語能力のそれぞれとの間に ATI がある

かどうか検討を行ったところ，外国語能力との間

に ATI があることが確認された．つまり，演繹法

は外国語能力が高い学習者に，帰納法は外国語能

力が低い学習者に有効であることを示した． 
	
 この通り，学習者の属性を配慮し，その属性に

合わせて学習法や教材などを合わせることで学習

者の学習に対する情意面や能力向上に寄与する可

能性がある．本研究では英語学習における学習者

の興味・関心という変数について適性処遇を配慮

する仕組みとして協調フィルタリングに注目し，

協調フィルタリングを適用した英語学習システム

の効果について検討を行う． 
 
1.2	
 協調フィルタリングとその教育利用	
 

	
 協調フィルタリングとは利用ユーザーに類似し

た利用者の嗜好データを元に利用ユーザーの嗜好

を推測し，推薦するアルゴリズムである[10]. こ
のアルゴリズムでは最初にとあるものに対してレ

イティングされたユーザーの嗜好データを使用し，

利用者間の相関係数を算出する．相関係数が高い

場合，類似度が高いユーザーと判断し，使用ユー

ザーの嗜好を推測する．そこで興味が高いもので

あれば，推薦を行う． 
	
 近年，情報工学の分野を中心に協調フィルタリ

ングを利用した教育環境の構築が研究レベルで検

討されてきた．岩下・来住 [8]はポッドキャスト

による英語リスニング教材に対して，「内容のおも

しろさ」，「学習素材としての有効度」と「難易度」

の 3 つの指標を扱い，学習者に対する適切さを評

価したところ，「内容のおもしろさ」と「学習素材

としての有効度」が推薦結果の適切度を高めるこ

とが示唆された．Bobadilla et al [2]は e-learning
において学習者のレベルを考慮にいれた協調フィ

ルタリングを適用し，推薦の適合度について評価

したところ，一定した評価が得られなかったとし，

教育向けの協調フィルタリングのアルゴリズムに

おいて配慮すべき変数について課題があることを

指摘している． 
	
 上記のように，多くの情報技術系の研究におい

て協調フィルタリングを適用した学習環境の構築

と推薦の適合度について評価されてきた．しかし，

協調フィルタリングを適用する教育的背景と学習

における評価がされていることは少ない．例えば

Hsu [7]はデータマイニングを活用したアソシエ

ーションルールによる推薦アルゴリズムを用いて

英語学習のための英語記事推薦システムを開発し

た．教育の効果については学習の動機付けに基づ

くものであったが，その評価は推薦のあてはまり

度の評価であり，動機付けや能力面など学習面に

おける評価はされていない．Amazon.co.jp®に代



表する e コマースにおいて有効性が示されている

ものの，学習環境への適用において，協調フィル

タリングの有効性が示されているとは言い難い．

本研究では ATI を理論的背景として協調フィル

タリングを用いた英語学習環境を構築し，試行す

る．これを通じて，興味・関心という点における

英語学習教材の学習者に対する適合性が英語学習

に与える効果について検討し，英語学習システム

への協調フィルタリングの利用可能性について考

察する． 
 
2.	
 システムの開発	
 

2.1.システムの概要	
 

	
 上記 1 章で触れたように，英語能力向上のため

には語彙力の向上が基本となり，そのためのイン

プットを増やすことが重要となる．英語によるイ

ンプット増加に有効とされる 1 つの方法が多読で

ある[9]. 多読は語彙の認識や語彙の意味の推測力

の向上を促進させ，語彙の習得に有効であること

や[6], 偶発的に未知語彙に触れることで意味の推

測や意味を調べるなどの行動を誘発し，語彙習得

につながることも示唆されている[13]. 
	
 そこで本研究では 1.1 節で触れた適性処遇の有

効性にも配慮したインプット増加として，学習者

の興味・関心が高いニュースを多読する英語語彙

学習支援システムの開発を行い，興味・関心の高

さが語彙の習得に有効であるかを検証する．未読

のニュースに対する学習者の興味・関心の高さを

推測する機能として協調フィルタリングを用いる．

また未知語句の認識支援として学習者の語彙レベ

ルよりも上の語彙レベルにある語彙のみを意味表

示を行い，意味調べを容易化するために，未知語

彙に対してマウスカーソルを合わせるだけで語彙

の第一義を表示し，後ほど見返せるように記録で

きるようにした．語彙の記憶支援のための認知学

習方略の利用支援に関する機能を学習の補助的な

機能として実装している． 
本研究では英語学習の中でも語彙習得を目的と

したインプット増加の方法としての多読に着目し

ており，システムを利用する学習者として文法の

学習を一通り済ませた者を想定している． 
 
2.2.	
 システムの構成	
 

 本システムの構成はクライアント／サーバー

の構成の Web アプリケーションとなっている．

クライアント側には認知的学習方略である「マー

カー機能」，「英単語辞書機能」、覚えておきたい単

語を記録できる「単語チェック機能」、が実装され

ている．また学習の社会的支援として各ニュース

に対する「コメント機能」，ニュースに対する興味

を評価する「評価機能」，評価した学習者が過去に

評価したニュースのリストを見ることができる機

能が実装されている．クライアント側は

AJAX(Asynchronous JavaScript and XML)で実

装されている． 
 サーバー側は「ユーザー認証機能」や「ニュー

ス配信機能」の他に，各学習者へニュースを推薦

するための「協調フィルタリング」，クライアント

側の各機能の使用ログの「保存機能」、定期的に英

語ニュースを Web ページより取得する「ニュー

ススクレイピング」の５つから構成されている．

これらの機能は JAVA と PHP で開発した．サー

バー環境はApache Web Server 2.0とアプリケー

ションサーバーJBOSS 3.2.7. とデータベースと

して，PostgreSQL 8.1.4 が動作している．具体的

なシステムの構成を図１で示す． 

 

2.3.	
 システムの機能	
 

本研究で開発したシステムは協調フィルタリン

グを基に各学習者の興味・関心にあった英語ニュ

ースを推薦・表示をするとともに，上記 2.1.で説

明した機能が実装されている．これらの機能は

（１）認知学習方略の促進，（２）適性処遇交互作

用を配慮した英語ニュース配信機能と（３）学習

者間のインタラクションとフィードバックを促進

することを目標に設計と開発を行った．１つ目の

機能は認知学習方略の使用を支援する機能である． 

図 1	
 システム構成図 



下線を引くといった認知学習方略の利用により学

習が効果的に進むとされる[14]．本システムで実

装したマーカー機能により学習者は興味がある点，

重要だと思った文や語にマーカーを引くことがで

きる．意味表示機能は学習者がマウスポインター

をニュース中に表示される単語に重ねたときにそ

の単語の意味の第一義と品詞を表示させる．詳し

く知りたい場合は意味表示領域内の辞書アイコン

を押すと，他の意味や品詞を表示する．また学習

者が記録しておきたい，後に参照などしたい単語

であった場合は，記録ボタンを押すと，記録され，

後日ログインした時でもチェックした単語リスト

に表示されている．意味を表示する単語の数は学

習者のレベルによって変わる．レベル判定と意味

を表示させる単語の選定については大学英語教育

学会が提供している頻出度別英単語リスト

"JACET8000"を利用している．JACET8000 は英

単語の頻出度別にレベルと出現順位が付与されて

いる英単語リストであり，１０００語ごとにレベ

ルが１変わる．出現順位が高い単語，つまりよく

見る単語ほど順位は高く，レベルは低い．８００

０位の単語はJACET8000の中では出現順位が一

番低く，レベルが一番高くなる．この意味を表示

させる単語の選定では，事前に学習者に

JACET8000 から作成した単語テストを受けても

らい，そこで JACET レベルを出し，データベー

スに登録している．意味表示機能は学習者の

JACET レベルより上の単語レベルの単語を表示

するようにしている． 
２つ目の，学習者の興味・関心が高い学習教材

の配信する機能，つまり各学習者の適性処遇を配

慮する機能として，学習者の興味データを使用し

た協調フィルタリングを使用した．協調フィルタ

リングは情報推薦アルゴリズムの１つである．こ

のアルゴリズムが実装されたシステムでは，利用

者の好みを，その利用者に類似した嗜好を持つ複

数の別の利用者のデータを使用することで予測を

行い，利用者が好むと思われる情報を推薦する．

Webで書籍などの販売を行っているAmazon®の

システムでは協調フィルタリングが使用されてお

り，アクセスすると，利用者が好むと予想される

書籍やその他商品をおすすめ商品として表示して

いる．協調フィルタリングの具体的な流れは下記

の通りである． 
協調フィルタリングは様々な方法で使用してい

るユーザー（アクティブユーザー）の類似ユーザ

ーを探索する．探索では嗜好データを使って，使

用者間で相関係数を算出することである．アクテ

ィブユーザーと高い相関係数を持つ使用者は嗜好

が類似しているユーザーと判断される．本研究で

は GroupLens[13]というアルゴリズムを採用し

た．GroupLens は協調フィルタリングにおける記

憶ベースアプローチを基にした代表的なアルゴリ

ズムである．本システムでは学習者の英語ニュー

スに対する興味の高さのデータを使用して，アク

ティブユーザーとの相関係数を算出することで，

類似する学習者を導き出すことで，アクティブユ

ーザーが未読のニュースに対する興味の高さを予

測し，興味が高いと予測された英語のニュースを

配信する．学習者の各ニュースに対する興味の高

さは各ニュース記事表示画面下にある，ニュース

の評価機能で収集する．学習者は各ニュースに対

して興味の高さを 5 段階（1：全く興味がもてな

かった－５：とても興味がもてた）で評価を行う．

この評価データを元に協調フィルタリングを動作

させる．英語のニュースは１時間に１度，英語ニ

ュースを掲載している Web ページよりスクレイ

ピングを行い，配信する． 
最後の機能は学習者間のインタラクションを通

じて，内容の理解やフィードバックの促進を目的

としたものである．White [23]は学習者間のフィ

ードバックなどの社会的支援は自己調整学習を促

進するといった，学習における有効性について主

張している．具体的には理解の促進に関わるフィ

ードバックなどの認知的な支援や情報共有に関わ

るコミュニケーションを促進させることで，学習

者間の相互支援するネットワークを作り，継続的

な相互支援を期待できるとしている．アクティブ

ユーザーには読んでいるニュースを既に読んだ学

習者のリストを表示している．これは既読ニュー

スリストを共有することで，ユーザー間で興味・

関心の共通意識を喚起させ，ニュース記事に関す

る理解を促すフィードバックを増加させることを

狙っている．アクティブユーザーが学習者リスト

の中で任意の学習者をクリックすると，その学習

者が既に読んだニュースのリストが表示される．

また，各ニュース記事の下方にはコメント入力ス

ペースがあり，ここで内容に関する意見交換や理

解に関するフィードバックなどをすることができ

る．具体的なシステムのインターフェースを図 2



と 3 にて示す． 
 
3.	
 方法	
 

	
 3.1.	
 被験者	
 

	
 被験者は英文法の学習を一通り済ませた学習者

として大学生を対象とし，本研究の協力企業を通

じて 223 名の大学生を集めた．223 名のうち，91
名が協調フィルタリングを起動させるために毎日

英語のニュース記事を読み，評価のみを行った．

そのため本評価における評価対象データは132名

のデータである．被験者の英語習熟度は短い英文

を読むことすら困難さを感じるほどの低レベルか

ら英語教育そのものを学習してきた高レベルまで

様々であった． 

 
	
 3.2.	
 手続き	
 

被験者132名は自発的に本システムを使って１

ヶ月間学習してもらうよう依頼された．最初に，

132 名の被験者は英語学習に対するスキル・コス

トやユーザビリティーに関する質問紙を回答し，

その後， 適切な語彙支援レベルを測るために

JACET テストを受験した．この JACET テスト

の結果で, システム上で意味表示をする単語が決

定される．それぞれの被験者は好きな時にシステ

ムにアクセスし，学習を行うように指示された．

今回の評価実験では被験者と実験者は一度も対面

で会うことはないため，システムのオンラインヘ

ルプにより，システムの利用方法について説明を

行った．１ヶ月後，再び質問紙とテストを受講し

てもらうように依頼された．また協調フィルタリ

ングを動作させるために被験者とは別に 91 名の

大学生に 1 日 3 つ以上のニュースに対して興味の

評価点をつけてもらった．その評価期間も 1 ヶ月

間であった．91 名のデータについてはシステムの

評価データとして分析対象外とした． 
	
  
(1) 英語学習スキル認知／コスト認知の測定 
	
 英語学習に関する認知的評価を検討するために，

事前・事後の英語学習スキル認知および英語学習

コスト認知の測定を行った．学習スキル認知とは，

どのように学習すればよいかわからないと感じて

いる程度を示す学習方法の未知感である．学習コ

スト認知とは，学習が大変だと感じている程度を

示す学習の負担感である． 
	
 英語学習スキル認知の測定は塩谷 [20]，久保 
[12]を元に「英語学習のやり方がわからない」「あ

まり英語学習の方法を知らない」などの８項目に

ついて，それぞれ「よくあてはまる」「ややあては

まる」「どちらともいえない」「あまりあてはまら

ない」「全くあてはまらない」の５段階で評定を求

めて行った．８項目についての信頼性係数は事前

がα=.94，事後がα=.94 であった．事前・事後と

もに 8 項目の 5 段階評定値を単純加算したものを

英語学習スキル認知得点とした． 
	
 英語学習コスト認知の測定もスキル認知の測定

と同様に塩谷 [20]，久保 [12]を元に「英語を学

習していてもすぐに気がちる」「英語の学習を続

けるのはたいへんだ」などの８項目について，そ

れぞれ「よくあてはまる」「ややあてはまる」「ど

ちらともいえない」「あまりあてはまらない」「全

くあてはまらない」の 5 段階で評定を求めて行っ

た．双方とも授業シーンをターゲットとした質問

紙項目となっていたため，授業や成績に関する部

分についてそれぞれ2項目を削除し，8項目ずつ，

計 16 項目とした．8 項目についての信頼性係数は

事前がα=.93，事後がα=.95 であった．事前・事

図 2	
 推薦されたニュース項目の表示画面 

図 3	
 評価画面 



後ともに 8 項目の 5 段階評定値を単純加算したも

のを英語学習コスト認知得点とした．項目の内容

を表 1 に示す． 
 
表 1	
 英語学習スキル認知(#1-8)とコスト認知項

目(#9-16)（塩谷,	
 1995;	
 久保 1999）	
 

#	
 質問項目	
 

1	
 英語学習のやり方がよくわからない*	
 

2	
 あまり英語学習の方法を知らない*	
 

3	
 どう英語を学習したら理解がすすむのかわか

らない	
 *	
 

4	
 英語学習のやり方がわかっている	
 

5	
 いろいろな英語学習方法を知っている	
 

6	
 自分なりの英語学習方法がある	
 

7	
 英語学習のすすめかたがわかっている	
 

8	
 英語学習の工夫の仕方がわかっている	
 

9	
 英語を学習していてもすぐに気がちる	
 

10	
 英語の学習を続けるのはたいへんだ	
 

11	
 英語を学習するのはめんどうである	
 

12	
 なかなか英語を学習する気にならない	
 

13	
 英語の学習はそれほどイヤではない	
 

14	
 英語を学習するのは苦にならない	
 

15	
 気楽に英語の学習をはじめられる	
 

16	
 英語の学習には集中できる	
 

20	
 興味がもてるニュースがおすすめされなかった	
 

21	
 単語をチェックする機能は便利だった	
 

22	
 ニュースの本文に線を引く機能はつかいやすかった）	
 

23	
 他の人がつけているコメントはニュースを理

解する上での参考になった	
 

24	
 ニュースを評価するのはわずらわしかった*	
 

* は逆転項目 
 
(2) 英単語力の測定 
	
 本システムは英語能力の基礎となる語彙習得の

支援が目的である．そのため，システムの有効性

を評価するために事前・事後に英単語テストを行

った．これは各学習者に対する適切な単語意味表

示支援レベルを検討すると同時に，事前事後にお

ける英単語力の変化を測定するためであった． 
	
 このテストはJACET8000の中の各レベルの単

語をランダムに 10 単語を選択し，合計 80 問から

構成した．それぞれの問題は提示された英単語に

ついて，4 つの日本語からもっともよく意味が合

うものを選択する形式であった． 

分析では 80 問における正答数を事前・事後そ

れぞれについて計算し，それぞれを事前・事後の

JACET 英単語テスト得点とした． 
(3) 推薦の適合度の測定 
推薦の適合度に関しては「おすすめされるニュ

ースは興味のもてるものが多かった」および「興

味がもてるニュースがおすすめされなかった」

（反転項目）という２項目について，それぞれ「と

てもそう思う」「そう思う」「どちらともいえな

い」「そう思わない」「全くそう思わない」の５段

階で評定を求めた．この２項目の評定値の相関係

数は r=-.48 であった． 
推薦の適合度を表す得点は，それぞれが値の高

いほうが適合度が高いことを表現するようにした

上で，この２項目の評定値を合算した． 
4.	
 結果	
 

	
 132 名中，質問紙の回答，テストのデータなど

完全にすべてに回答したのは44名であった．英語

学習スキル認知得点，英語学習コスト認知得点お

よびJACET 英単語テスト得点の事前・事後の平均

値および標準偏差を表2に示す．事前得点と事後

得点の平均値の比較を行うと，英語学習スキル得

点およびJACET 英単語テスト得点に関しては，そ

れぞれ 5％水準でみて有意に事後得点の平均値の

ほうが高かった．英語学習コスト認知得点に関し

ては，事前得点と事後得点の平均値に有意差はみ

とめられなかった．	
 

推薦の適合度がもたらす効果を検討するために，

重回帰分析による分析を行った．英語学習スキル

認知，英語学習コスト認知，および英単語力に関

して同様の分析を行った．この分析では，事後得

点を従属変数として，独立変数に事前得点と推薦

の適合度得点を一括投入する分析モデルを用いた．

この分析モデルを用いることで，事後得点の分散

のうち，事前得点では説明できない分散を推薦の

適合度得点が説明することができるのかを検討す

ることができる．	
 

	
 

表 2	
 事前・事後の統計量	
 

n=44	
 事前	
 事後	
 t値	
 

英語学習スキル認知得

点	
 

21.43	
 23.11	
 2.05	
 

8.12	
 7.93	
 p<.05	
 

英語学習コスト認知得

点	
 

23.22	
 23.50	
 .37	
 

8.14	
 7.42	
 n.s.	
 



JACET 英単語テスト得

点	
 

44.52	
 47.65	
 2.99	
 

10.49	
 11.15	
 p<.01	
 

上段は平均値，下段は標準偏差	
 

	
 

英語学習スキル認知に関する分析では，事前得

点の偏回帰係数は b=.73	
 (p<.01)，推薦の適合度

得点の偏回帰係数は b=.89	
 (p<.05)であった．本

システム利用者は推薦の適合度得点が高い程，事

後の英語学習スキル認知得点が有意に高いという

結果が得られた．つまり，本システムを使用後，

推薦されたニュースに対して推薦の適合度が高い

と認識している学習者ほど，英語学習の方法がよ

りわかるようになったという認識をもつ結果が示

された．	
 

具体的にどのような点で英語学習の方法がわか

るようになったと認識しているのか，下位項目に

関して同様の分析方法で検討したところ，「どう英

語を学習したら理解がすすむのかわからない」

(b=	
 .20,	
 p	
 <	
 .05)，「英語学習のやり方がわかっ

ている」(b=	
 .14,	
 p	
 <.05)の 2項目について推薦

の適合度得点の有意な効果が認められた．	
 

英語学習コスト認知に関する分析では，事前得

点の偏回帰係数は b=.73	
 (p<.01)，推薦の適合度

得点の偏回帰係数はb=.42	
 (n.s.)であった．事後

の学習コスト認知得点に対して，推薦の適合度得

点の有意な効果は認められなかった．	
 

JACET 英単語テストに関する分析では，事前得

点の偏回帰係数が b=.85	
 (p<.01)，推薦の適合度

得点の偏回帰係数は b=-.88	
 (n.s.)であった．事

後のJACET 英単語テスト得点に対して，推薦の適

合度得点の有意な効果は認められなかった．	
 

	
 使用感に関する評価については全体的に低い評

価であった．線引き機能，単語チェック機能など，

学習の補助ツールについてあまり良い評価ではな

かった．機能間の関係性，たとえば線を引くこと

とコメントとの関連づけなど，各機能を使うこと

でどうなるのか，不明確であったためと思われる．

項目「ニュースを評価するのはわずらわしかった」

については，そこまで手間がかかるものではなか

ったと思われる．図4にその結果を示す．	
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図４	
 ユーザビリティーに関する評価（項目「ニュ

ースを評価するのはわずらわしかった」は反転）	
 

	
 

5．考察	
 

	
 分析の結果，推薦の適合度が高いと認識するほ

ど，英語学習スキル認知が高められることが示さ

れた．具体的には本システムで配信されるニュー

スの推薦の適合度が高いと認識するほど，学習後

に理解が進む英語学習方法がわかることが示され

た．	
 

	
 これは学習者個人が持つ背景知識が学習方法の

理解に影響するということを示している．学習方

法の理解には言語学習における信念や動機，背景

知識といった学習者の個性と学習成果が相互に関

連しているとされている[5]．背景知識があるため，

推薦されたニュースにおいて，学習者が理解でき

る語彙とできない語彙を学習者は分類することが

可能である．背景で説明したように，背景知識の

ために，学習者にとって理解できる語彙が多く，

内容面で推測可能であるため，わからない項目に

対して焦点を絞りやすくなることが理由として考

えられる．「推測する」ことは英語学習における認

知ストラテジーに分類されるものであり[14]，英

語学習スキル認知にも影響したと推察される．	
 

	
 英語学習コスト認知について，事前事後での差，

さらに推薦の適合度の認識の影響について確認さ

れなかった．背景知識とシステムが配信するニュ

ースの内容との近さにより，学習動機が高まるこ

とが期待されたが，その効果は本研究では確認さ

れなかった．それは継続的な英語学習を行う負荷

が大きいことが推察される．実際に1ヶ月間継続

的に学習した被験者が132名中44名という人数か

らも興味があるニュースであっても学習動機を高

めることは困難であったと思われる．また推薦の



当てはまりが良い・悪いと判断した双方の学習者

とも1ヶ月間，学習を継続していることから，英

語学習のコスト認知については大きな差が無かっ

たものと思われる．	
 

	
 本研究では英語の能力の伸びを測るものとして，

JACET8000 を使用し，事前事後の差と推薦の適合

度の影響について検討を行った．本システムの使

用により語彙の習得が有意に向上することが示さ

れた．しかし，推薦の適合度の影響は確認されな

かった．これは英語学習コスト認知の結果から推

察されるように，学習者の興味・関心に近い英語

ニュースを配信しても，学習を開始する機会の提

供や，継続的な学習，動機付けにはならないこと

が考えられる．推薦の当てはまりが良い・悪いと

認識した双方の学習者ともに1ヶ月間の学習を行

ったことによる有効性と思われる．	
 

	
 

6.	
 結論と今後の課題	
 

	
 本研究は学習者の興味・関心の高い英語ニュー

スを推薦する英語学習システムにおいて，協調フ

ィルタリングの適用可能性を検討するために，推

薦の適合度の，英語学習スキル，コスト，能力面

への影響について検討を行った．これらの結果か

ら，英語学習システムへの協調フィルタリングの

利用可能性については次のことが示唆される．興

味・関心という観点から学習者に適合性の高い英

語学習教材を推薦することは，必ずしも高い直接

的な学習効果をもたらすとはいえない．また，学

習の負担感の軽減につながるともいえない．だが，

興味・関心という観点から学習者に適合性の高い

英語学習教材を推薦することは，学習方法の理解

という点でポジティブな効果をもつ可能性がある．

また次期版への改善として機能の使用感について

も調査を行った．その結果，語彙力と英語学習ス

キル認知については本システム使用後の方が有意

に向上することが示されたが，本システムが推薦

する英語ニュースに対する推薦の適合度について

は英語学習スキル認知のみが影響することが示さ

れた．	
 

	
 本研究では1ヶ月間継続して学習をした被験者

の人数が少なかったため，協調フィルタリングを

動かすための嗜好データが少なかったことも本結

果に少なからず影響していると思われる．今後は

協調フィルタリングが有効に作動するよう，被験

者が継続的に学習できる仕組みが必要である．機

能の面での改善や授業で確実に利用できる環境で

のシステムの効果検証など考えられる．	
 

	
 また英語学習の観点では，学習者に学習者の興

味・関心に近い教材のみで学習させるのではなく，

様々な情報ソースにあたりながら，ツールとして

の英語を身につけさせる必要がある．英語を使用

する状況は留学や仕事，業種によって多様であり，

その状況に応じた英語の理解と使用が求められる．

今後は学習者の背景知識を拡げていけるような英

語学習システムの在り方も検討する必要がある．	
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